
学校番号 309 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語表現 ２ 第３学年 

『全演習 標準英文法・語法問

題 1000』 

 『Write to the Point』 

『The Reflex 643』 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

  英文法知識の総まとめを行います。実践問題を通じて、これまでに学習してきた英文法の知識のア

ウトプットに取り組んでもらいます。必ず予習・復習を行ない、文法事項の習得に努めてください。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「英語理解」（4 単位）及び「英語表現」（2 単位）「異文化理解」(2 単位) 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

① 与えられたテーマに対す

る簡単な説明を、行うこと

ができる。 

② 与えられたテーマに対す

る自分の意見を順接、逆

説、列挙や例の提示等を表

す接続表現を用いながら

2 分間話すことができる。 

英語理解・英語表現・異文化理
解で指導 

 

① 授業内で評価 

 

② 授業内で評価 

① 与えられた条件に沿った

文章を、導入、本論、結論

の構成を意識して 100 語

程度で書くことができる。 

② 与えられたテーマに対す

る自分の意見を、導入、本

論、結論、の構成を意識し

て 100 語程度で書くこと

ができる。 

英語表現・異文化理解で指導 

 

① 授業内及び定期考査で評
価 

 

② 授業内及び定期考査で評
価 

聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

① 少し長いモノローグやダ

イアローグを聴いて、そ

の話が行われている場所

や時間（年月日等）を的

確に把握し、答えること

ができる。 

② 少し長モノローグやダイ

アローグを聴く時、その

話の展開を推測しながら

リスニングをして趣旨を

把握し、的確に答えるこ

とができる。 

英語理解・異文化理解で指導 

 

① 授業内及び定期考査で評
価 

 

② 授業内及び定期考査で評
価 

 

 

① 80wpm のペースを維持

して文章を読み切ること

ができる。 

② パラグラフリーディング

を行って全ての段落の要

点を抑えることができ

る。 

③ スキミングを行って文章

全体の内容を把握するこ

とができる。 

④ 与えられた問いに対して

①～③の技能を駆使して

適切に解答することがで

きる。 

英語理解・異文化理解で指導 

 

① 授業内で評価 

 

② 授業内及び定期考査で評
価 

 

③ 授業内及び定期考査で評
価 

 

④ 定期考査で評価 

 

 

 

 



３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

① 各授業内でのインタラク

ションやアクティビティ

への参加態度 

② 各試験において取り組み

の努力量が反映される設

問を用意し、そこでの回

答内容（記述内容や正解

不正解等）から判断。 

① 与えられた条件に見合っ

た表現を用いて解答でき

ているかを、授業内での

インタラクションやアク

ティビティ、各試験で判

断。 

① 与えられた文章を的確に

読解し、筆者のメッセー

ジや文法の知識を必要と

する理解度確認問題を用

いて判断。 

② 授業内でのインタラクシ

ョンやアクティビティ、

各試験の設問から判断。 

① 言語の特性を理解しなが

ら、場面に合わせた表現

を考えて発話できる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

時制、態、

助動詞、仮

定法、不定

詞、動名詞、

分詞、比較、

関係詞の用

法、接続詞

の用法、主

語と動詞の

一致、疑問

文と語順、

否 定 ・ 強

調・省略、

時制の一致

と話法 

( 各 2 時

間) 

時制、態、助動

詞、仮定法、不

定詞、動名詞、

分詞、比較、関

係詞の用法、接

続詞の用法、主

語と動詞の一

致、疑問文と語

順、否定・強調・

省略、時制の一

致と話法 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

コミュニケーションに

関心を持ち，積極的に

言語活動を行い，コミ

ュニケーションを図ろ

うとする。 

与えられた状況におい

て，適切に話し，伝える。 

 

「聞くこと」「話すこ

と」「読むこと」「書く

こと」の言語活動に積

極的に取り組んでい

る。 

 

 

 授業内でのペアワ

ークやグループワー

クを通じ、積極的に言

語活動を行い、コミュ

ニケーションをはか

ろうとしているかで

判断する。 

「外国語表現の能力」 

英語で話したり書いた

りして，情報や考えな

どを適切に伝えてい

る。 

指定された文法表現を駆

使して指定された日本語

を適切に英語に直すこと

ができる 

 

自らの意見を，適切な

表現を用いて伝える

ことができる。 

 学んだ文法・表現を

使って，文を書くこと

ができる。 

 

ワークシートを提出 

させ、その内容を取 

り組み状況の判断材 

料として活用する。 

「外国語理解の能力」 

英語を聞いたり読んだ

りして，情報や考えな

どを的確に理解してい

る。 

指定された文法表現が使

用された英語を読んで、

正しくその意味を理解す

ることができる。 

ランダム問題集の問題に

正しく解答することがで

きる。 

日本語を読んで、学習

した文法表現を適切

に当てはめて使用す

ることができる 

定期考査において、学

習内容を問う問題を

出題し、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 



 

英語やその運用につい

ての知識を身に付けて

いるとともに，言語の

背景にある文化などを

理解している。  

各文法が表現できるニュ

アンスを区別して、場面

に合わせた表現方法が同

じ英語でも英語では複数

個あることを理解してい

る 

それぞれのページで

学んだ文法・表現を理

解し，知識として定着

させている。 

言語や使用場面と働 

きを意識した定期考

査において出題し、知

識が身についている

かを判断する。 


